ジツキンゾク ニオケル 二チャンネル コンドウ コウカ by クスノセ, ヒロアキ et al.
Osaka University










くす のせ ひろ あき
楠瀬博明
博士(理学)
第 1 3 2 3 7 号
平成 9 年 3 月 25 日
学位規則第 4 条第 1 項該当
基礎工学研究科物理系専攻



















































すことが可能であるとの提案がなされている o 本論文における研究を通して， A15 化合物のような強結合電子格子
系に対するモデルが二チャネル近藤モデルの別の候補と成り得ることが示された。また，二チャネル近藤モデルに基
づき，磁気的な帯磁率に非フェルミ液体的な振る舞いが生じるための新しい機構が提唱された。
まず前半の部分では，電子格子系の性質を保つ最も簡単なハミルトニアン(アインシュタイン振動子が伝導電子と
相互作用している系)は，二チャネル近藤モデルに繰り込まれることが示された。ここで，局所自由度はイオン振動
と対応する伝導電子の電荷分極であり， 2 ケの散乱チャネルは伝導電子のスピンから生じている。繰り込みの過程を
調べることにより異常な振る舞いが実際に観測可能かどうかの条件が求められた。近藤温度にあたるクロスオーバー
のエネルギースケールが繰り込まれたフォノン振動数(擬スピンに対する磁場)より大きいというのがその条件であ
る。この条件はA15 のような電子格子結合が強くバンド幅が狭い物質に有利であるo
後半の部分では，二チャネル近藤モデルに対し，現実の金属では存在するが無視されてきた伝導電子に対する相互
作用の効果が議論された。新しく導入した相互作用の従来の固定点に対する関連性を数値繰り込み群の方法によって
調べた結果，電子正孔非対称な相互作用のみが関連していることが明らかとなった。結果として得られた固定点の相
互作用を解析すると，新しい相互作用によって局所的なチャネルの自由度が発生した結果，チャネル帯磁率が非フェ
ルミ液体的となることが示された。現実の二チャネル近藤モデルにおいては，電荷分極の一般化帯磁率が異常性を示
すと同時に磁気的な帯磁率が非フェルミ液体的な異常を示すことになる。
以上，本論文は二チャネル近藤効果の問題に関して独創的な新しい知見を加えたもので博士(理学)論文として価
値のあるものと認められる。
